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令
和
元
年
度
前
期

学
位
記
授
与
式
挙
行

学位記を受け取る卒業生

保護者会秋季役員会の様子

令
和
元
年
度 

保
護
者
会
秋
季
役
員
会

２
面

３
面

挑
戦
の
夏
！
２
０
１
９

４
面

私
の
就
職
活
動
体
験
記

５
面

随
想
／
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
雑
感

６
面

２
０
２
０
年
度
学
生
募
集
要
項
／

令
和
元
年
度 

前
期
資
格
・
能
力
等
表
彰
者

デ
ィ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
１

名
、
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科

１
名
）
で
、

教
職
員
と
保

護
者
が
見
守

る
な
か
、
一

人
ひ
と
り
学

長
か
ら
学
位

記
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

式
辞
に

立
っ
た
小
谷

幸
生
学
長

は
、「
こ
れ

か
ら
の
激
動

の
時
代
を
生

き
抜
い
て
い

く
皆
さ
ん

に
、
心
が
け

て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
仕
事
に
常
に
前
向
き

に
取
り
組
み
、
仕
事
の
な
か
に

喜
び
を
見
出
す
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
中
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
る
の
は
、
仕
事
で
す
。
毎
日

の
仕
事
に
真
剣
に
打
ち
込
め
ば

◆
学
生
の
基
礎
学
力
の
さ
ら
な

る
強
化
◆
学
生
の
学
力
に
対
応

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
授
方

法
の
改
善
◆
自
主
的
な
学
習
意

欲
の
向
上
◆
学
生
の
や
る
気
を

促
す
課
題
提
示
の
工
夫
◆
学
生

の
要
望
に
対
応
で
き
て
い
る
か

な
ど
。
こ
う
し
た
課
題
を
明
確

に
し
た
う
え
で
、
今
後
に
向
け

て
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　

提
案
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
が
っ
た
。

◆
教
職
員
が
学
生
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
引
き
出
し
を

た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
◆
学
生
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
よ
り
丁
寧

な
指
導
の
強
化
◆
学
生
同
士
の

学
び
合
い
の
機
会
を
増
や
し
、

教
え
る
喜
び
や
わ
か
る
喜
び
を

倍
増
さ
せ
る
な
ど
。
ど
の
班
か

ら
も
、
学
生
の
成
長
が
期
待
で

き
る
内
容
が
次
々
と
出
さ
れ
教

職
員
の
意
識
の
共
有
が
な
さ
れ

た
。

ま
し
た
。
基
礎
学
力
は
す
べ
て

の
学
び
の
土
台
で
あ
り
、
生
き

て
い
く
力
を
支
え
る
基
盤
で

す
。
課
題
の
出
し
方
に
よ
っ
て

は
、
今
ま
で
以
上
に
学
生
の
意

欲
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
は
い
え

担
当
教
員
が
一
人
で
学
生
の

『
や
る
気
』
を
維
持
す
る
こ
と

は
と
て
も
難

し
い
の
も
事

実
で
す
。
そ

こ
で
発
揮
さ

れ
る
の
が
、

本
学
の
強
み

で
あ
る
教
職

協
働
で
す
。

情
報
を
共
有

し
合
い
、
多

角
的
に
学
生

の
意
欲
を
刺

激
す
る
と

い
っ
た
提
案

も
出
て
き
ま

し
た
。
提
案

で
留
ま
る
こ

と
な
く
、
実

行
し
て
い
か

な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
行
動
に
移
す
と

き
、
我
々
は
『
ゼ
ロ
か
ら
立
ち

上
げ
る
』
興
動
人
と
な
る
の
で

す
。
本
学
の
行
動
指
針
『
す
べ

て
は
学
生
の
た
め
に
』を
胸
に
、

今
後
も
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
教
職
員
の
思
い

は
ひ
と
つ
に
な
り
、
会
場
は
盛

大
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
石
田
優

子
副
学
長
は
教
職
員
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
「
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

学
生
の
成
長
を
支
え
よ
う
と
す

る
皆
さ
ん
の
熱
意
で
す
。
多
く

の
チ
ー
ム
か
ら
今
後
の
課
題
と

し
て
『
基
礎
学
力
の
さ
ら
な
る

強
化
』
と
い
う
課
題
が
あ
が
り

　

９
月
26
日
、
第
24
回
前
期
学

位
記
授
与
式
が
、
本
学
大
会
議

室
に
お
い
て
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
た
。

　

晴
れ
て
卒
業
の
日
を
迎
え
た

の
は
経
済
学
部
生
13
名
（
経
済

学
科
６
名
、
経
営
学
科
３
名
、

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
２
名
、
メ

　

令
和
元
年
度
保
護
者
会
秋
季

役
員
会
が
、
64
人
の
出
席
の
も

と
、
11
月
13
日
に
広
島
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
役
員
会
は
、
保
護
者

会
規
約
に
よ
り
、
保
護
者
会
総

会
の
代
行
と
な
る
も
の
で
あ

る
。

　

役
員
会
で
は
、

名
誉
会
長
の
小

谷
幸
生
学
長
の

挨
拶
の
後
、
教

育
・
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
、

興
動
館
、
学
務

セ
ン
タ
ー
の
各

担
当
者
か
ら
学

習
支
援
体
制
や

学
生
の
諸
活
動

等
に
つ
い
て
学

事
報
告
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後

の
懇
親
会
で
は

和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
活
発

な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
た
。

ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
自
然
と

身
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
は
興
味

は
あ
っ
て
も
難
し
く
て
手
が
出

な
か
っ
た
仕
事
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
こ
と
が
社
内
で
の
評
価
を
高

め
て
、
よ
り
大
き
な
権
限
が
与

え
ら
れ
、
仕
事
の
自
由
度
が
高

ま
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
会
社
か

ら
『
や
ら
さ
れ
て
い
る
』
と
い

う
感
覚
が
薄
れ
、
仕
事
へ
の
意

欲
が
さ
ら
に
向
上
し
て
、
よ
り

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
仕
事
に
取
り
組

む
原
動
力
に
な
る
、
と
い
う
わ

け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
仕
事

と
や
る
気
と
の
間
の
好
循
環
が

回
り
始
め
れ
ば
し
め
た
も
の
で

す
。

　

興
味
を
惹
か
れ
る
仕
事
に
最

初
か
ら
巡
り
合
う
こ
と
は
稀
で

す
。
た
と
え
始
め
は
、
地
味
で

つ
ま
ら
な
い
、
面
白
く
な
い
と

思
え
る
仕
事
で
も
前
向
き
に
一

生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
。
こ

れ
が
仕
事
に
や
り
が
い
を
感

じ
、
満
足
感
を
得
る
た
め
の
第

一
歩
で
す
。

　

本
学
の
教
職
員
は
卒
業
後
も

皆
さ
ん
を
応
援
し
続
け
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
今
日
か
ら
広
経
大

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
か
け
が
え
の
な

い
仲
間
な
の
で
す
」
と
激
励
し

た
。

　

９
月
６
日
、「
第
40
回 

令
和
元
年
度 

教
職
員
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。
本
学
で
は
毎
年
、
教
員
と
職
員

が
一
堂
に
会
し
、
教
職
協
働
で
「
こ
れ
か
ら
の
広
島
経
済
大
学
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

こ
こ
で
は
セ
ミ
ナ
ー
で
語
ら
れ
た
小
谷
幸
生
学
長
・
石
田
優
子
副
学
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
教
職
員
が
班

別
討
議
で
話
し
合
っ
た
成
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

教
育
力
向
上
の
た
め
の
提
案
を

こ
れ
か
ら
の
大
学
と
学
生
の
未
来
の
た
め
に

第40回 令和元年度 教職員セミナーを実施

教育力のさらなる強化に向けて

プ
別
基
礎
学
力
総
合
得
点
は
、

推
薦
入
試
、
一
般
入
試
・
セ
ン

タ
ー
利
用
入
試
と
も
に
平
成
27

年
度
新
入
生
か
ら
毎
年
上
昇
し

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
試

改
革
当
初
は

『
戦
略
的
定
員

割
れ
』
と
な

り
ま
し
た
が
、

平
成
31
年
度

（
令
和
元
年

度
）
は
志
願

者
数
・
入
学

者
数
と
も
に

入
試
改
革
後
、

最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
教
職

員
が
一
丸
と

な
っ
た
改
革

の
大
き
な
成

果
で
す
」
と

教
職
員
を
讃

え
た
。

　

続
け
て
、

入
試
改
革
を

上
昇
気
流
に

乗
せ
た
社
会

的
な
背
景
に

も
注
目
し
、

の
教
育
改
革
に
よ
る
成
果
に
つ

い
て
、「
教
育
改
革
の
成
果
の

ひ
と
つ
に
『
基
礎
学
力
を
備
え

た
入
学
者
の
増
加
』
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
新
入
生
の
入
試
タ
イ

　

教
職
員
セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で

小
谷
幸
生
学
長
は
、
こ
れ
ま
で

教
育
改
革
の

成
果
と
今
後
の
課
題

育
力
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
各
班
ご
と
に

　

教
職
員
が

全
15
班
に
分

か
れ
て
「
教

教
育
力
の
さ
ら
な
る

強
化
に
つ
い
て
討
議

大
学
が
進
む
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

班別討議で意見を交わす教職員たち

教職員を前に挨拶と趣旨説明を行う小谷幸生学長

発
表
を
行
っ
た
。
教
育
力
を
向

上
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
現
状

の
「
強
み
」
と
「
課
題
」
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
各
班
か
ら

「
本
学
の
強
み
」
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
が
っ
た
。

◆
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
学

生
の
た
め
に
働
く
教
職
協
働
の

環
境
◆
４
年
間
の
一
貫
し
た
必

修
の
ゼ
ミ
◆
学
生
と
教
職
員
と

の
距
離
が
近
く
面
倒
見
が
良
い

◆
興
動
館
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

は
じ
め
と
す
る
実
践
的
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
◆
夢
や
目
標
を
見

つ
け
ら
れ
る
環
境
な
ど
。
こ
れ

ら
は
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
学
生
が
実
感
し
て
い
る
こ

と
で
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
強

化
し
て
い
く
こ
と
で
「
広
島
経

済
大
学
ら
し
さ
」
は
よ
り
強
固

な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
「
今
後
の
課
題
」
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

が
っ
た
。

「
入
試
改
革
を
行
っ
た
平
成
25

年
度
頃
か
ら
景
気
が
上
昇
局
面

に
入
り
、
文
系
学
部
の
人
気
が

再
燃
し
た
こ
と
が
追
い
風
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
か
ら

大
都
市
圏
へ
の
学
生
の
流
入
抑

止
の
た
め
に
文
部
科
学
省
主
導

に
よ
る
『
入
学
定
員
管
理
の
厳

格
化
』
が
平
成
28
年
度
よ
り
施

行
さ
れ
、
そ
の
他
地
域
の
大
学

が
定
員
充
足
の
恩
恵
を
受
け
て

い
ま
す
。
本
学
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
追
い
風

は
い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
で
は

な
く
、
18
歳
人
口
の
減
少
は
今

後
５
年
間
で
急
激
に
加
速
し
て

い
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
さ

ら
な
る
教
育
の
質
の
向
上
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」
と
全

教
職
員
に
向
け
て
よ
り
強
い
結

束
を
求
め
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
学
生

の
さ
ら
な
る
勉
学
姿
勢
の
向

上
と
女
子
学
生
の
社
会
進
出
の

支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
触

れ
、
授
業
環
境
の
向
上
を
願
う

学
生
の
生
の
声
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
大
学
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
教
職
員
全
員
で
改
め
て

理
解
を
深
め
た
。
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　夏期休暇を利用して留学やインターン
シップ、プロジェクト活動や資格取得な
ど、今しかできないことに挑戦して成長
した学生たちを紹介します。

大学院経済学研究科経済学専攻　博士課程前期課程１年
 千  裕斗さん　広島県／戸手高校出身
　将来は税理士を目指しており、8月に税理士試験の2科目（簿記論、消費税法）
に挑戦しました。税理士試験は全11科目のうち、条件を満たす5科目に合格し
なければなりません。大学在学中にすでに1科目（財務諸表論）には合格してい
るので、残り4科目の勉強を大学院進学後も続けています。長期休暇には集中
して資格試験対策に取り組めるので、朝から閉館まで図書館にこもって勉強。理
論問題で必要となる、膨大な量の税法の条文の暗記や過去問題などに取り組み、
家でも欠かさず復習しました。大学院生の税理士試験受験者にもアドバイスをも
らい、試験本番では全力を出すことができました。今後も大学院での学びと資格
の勉強を両立し、将来は税理士になる夢を叶えたいです。

税理士になる夢を目指して税理士試験に挑戦！

学会でのポスター発表への挑戦が
学び、分析し、伝える力に。

スポーツ経営学科３年　箕浦 和也さん
 山口県／岩国高校出身
　8月末に2日間、北海道で開催された日本生涯スポー
ツ学会のポスター発表にゼミの仲間と参加しました。私
は「テニス観戦者のニーズ」に注目し、テニス観戦者の
属性（年齢層、試合開催地での滞在期間、テニス歴など）や、
試合の満足度などを分析してグラフにまとめ、3分間の
発表時間を最大限活用できるように台本を作り、何度も
練習を重ねました。学会への参加は私にとって初めての
経験であり、とてもワクワクしました。未知のことに全
力で楽しみながら挑戦することが自分を成長させる大き
な力になることを実感しました。この経験を活かして、
今後も新しいことにチャレンジして自分の力を磨いてい
きたいと思います。さらに、一緒に頑張る仲間や周囲の
人々にも良い影響を与えられる存在になりたいと思って
います。

インターンシップで
プログラミングに挑戦！

ビジネス情報学科２年　宮原 知希さん
 広島県／賀茂高校出身
　プログラミングの仕事に興味があり、ソフトウェア開発
などを行う企業でインターンシップに参加しました。
　情報セキュリティの重要性について学んだほか、既存の
アプリに新機能を追加するプログラミングにも取り組みま
した。大学ではまだ学んでいない知識や技術が必要だった
のでとても苦労しましたが、社員の方に教えていただきな
がら実践的な技術を学ぶことができ、完成したときには大
きな達成感を得ることができました。また、この研修は自
分の課題や弱みを知るきっかけにもなりました。今後は大
学での学びを通して課題を克服していきたいです。

苦手だった
「リーダー」の経験が
自分を成長させる力に。

経営学科３年　濵本 みいなさん
 広島県／広島市立広島商業高校出身
　オープンキャンパス実行委員の
リーダーとして、６月から８月のオー
プンキャンパスの準備と当日運営に
力を注ぎました。初めは４名だった
メンバーを20名に増やすことがで
き、多くの方の協力を得て全４回の
オープンキャンパスを成功させるこ
とができました。リーダーを務めた
ことで、みんなの意見をまとめるこ
とや目標に向かって最後までやり遂
げる忍耐力と責任感、メリハリを持っ
て行動する力が鍛えられました。私
は大勢の人の前で話すのは苦手で、
みんなを引っ張っていくタイプでは
ありませんでしたが、苦手な分野に
挑戦したことで自分を大きく成長さ
せることができたと思います。苦手
なことへの挑戦は成長できるチャン
スです。これからもこのチャンスを
逃さないように、何事にも積極的に
行動していきたいと思います。

ネパールでの
ボランティア活動で
磨かれた人間力。

経済学科２年　簾 颯人さん
 福岡県／北九州高校出身
　8月に10日間、ネパールで孤児院を建
設するボランティア活動に参加しまし
た。孤児院の子どもたちや日本人のボラ
ンティア仲間と交流し、文化の違いや自
分にはなかった考え方など多くの学びを
得ることができました。また、ホームス
テイ先では言葉が伝わらず大変でしたが、
相手の思いを必死で聞き、自分の思いを
必死で伝えようとしたことで、言葉の壁
を超えた心の交流ができました。ここで
の学びは、日本人同士のコミュニケーショ
ンにも活かされ、余計なプライドを捨て
て本音で向き合える関係を築くことの素
晴らしさを実感しました。今後は世の中
のさまざまな社会問題を解決するための
知識や経験を養い、起業して社会に貢献
したいと考えています。
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ラグビーワールドカップで心からのおもてなしを実践。

スポーツ経営学科４年　濱丿上 友弥さん　広島県／美鈴が丘高校出身
　日本で開催された「ラグビーワールドカップ２０１９」のボランティア活動に参加し、会場
内の誘導やチケット確認などを担当しました。外国人の来場者も多く、英語で案内する機会も
ありましたが、今までの留学経験や海外インターンシップで学んだチャレンジ精神で臆するこ
となく対応することができました。また、出場チーム国に合わせてイタリア語やフランス語で
「ありがとう」を伝えるなど、おもてなしを自分なりに考えて工夫しました。
　日本で、アジアで、そしてラグビー伝統国以外で初めての開催となった記念すべき大会に、
運営を支える一員として携われたことは、私にとって一生に一度の忘れられない経験になりま
した。
　ここで体験した喜びや成長を、「スポーツを通して社会に貢献したい」というこれからの目標
に活かしたいと思っています。

海外インターンシップで
働く魅力と自分の適性を発見。

経営学科３年　原田 友結さん
 広島県／廿日市高校出身
　就職活動の準備を進めるなかで、
日本だけでなく海外での仕事にも視
野を広げて、自分に合った仕事を見
つけたいと思い、海外インターン
シップに挑戦しました。カンボジア
に 3週間滞在し、日本企業のカン
ボジア進出を支援する会社でコンサ
ルティング業務について学びまし
た。企業訪問に同行させていただき、
カンボジアの従業員の福利厚生や雇
用制度などについてお話を伺ったほ
か、私の研究課題として「日系企業
がカンボジアで生き延びるために何
が必要か」といったアンケートも実
施し、インターンシップ最終日に発
表しました。この3週間を通して、
言葉の壁を超えて人とのコミュニ
ケーションをとることが得意だとい
う自分の長所や適性に気づくことが
できました。

海外短期留学で
語学力と行動力を磨いた。

経済学科２年　小川 征也さん
 広島県／廿日市高校出身
　ニュージーランドのオークランド工科
大学へ１ヵ月間の短期留学に挑戦しま
した。英語で行われる授業に初めはつい
ていくので必死でしたが、身振り手振り
でコミュニケーションをとり、授業後に
ホームステイ先で復習をして語彙力を磨
きました。放課後は同じ語学学校の学生
たちとの交流イベントがあり、自分から
積極的に話しかけたことで同世代の留学
生たちと交流することができました。起
業を考える学生や、海外で働きたいと考
える学生がいるなど、志の高い学生たち
の姿にとても刺激を受け、自分も負けて
いられないと感じました。
　今後も勉強を続け、英語でのコミュニ
ケーション力を高めていきます。

学内のラジオブースから、
FMハムスターの9時間生放送に挑戦！

メディアビジネス学科２年　前田 薫奈さん　広島県／広島井口高校出身
　興動館プロジェクト「コミュニティ FM放送局運営プロジェクト」が運営
する「FMハムスター」の開局10周年を記念し、9時間生放送に挑戦しました。
リスナーの皆さまやお世話になった方々への感謝の気持ちを込めて、普段の放
送では紹介しきれていない隠れた名店や地域のさまざまな取り組みを取材し、
安佐南区の魅力をたくさん発信することができました。より良い番組にしたい
というメンバー一人ひとりの思いが強く、ときには意見がぶつかり合うことも
ありました。それでもあきらめずにとことん話し合い、ひとつのゴールに向かっ
てみんなが一丸となって頑張れたことが番組の成功につながり、大きな自信に
なりました。今後も地域の方々との交流をさらに深め、皆さまに愛される番組
を作っていきます。

中学校の社会科教員を目指し、
教員採用試験対策に全力を注いだ。

経済学科４年　岡本 大輝さん　山口県／松陰高校出身
　今年の夏に特に力を注いだのは、教員採用候補者試験の２次試験の対策で
す。７月に１次試験に合格し、すぐに２次試験の対策に取りかかりました。
２次試験での面接や模擬授業に不安があったので、教職課程担当の先生に面
接練習をしていただきました。質問には早く正確に答えることや、話し方と
表情、目線など細かなところに気を配って練習を重ねたことで、試験本番で
は落ち着いて答えることができました。面接での学びを応用して、表情と身
振り手振りを活かした模擬授業ができたことも大きな成果でした。
　さまざまな方のおかげで無事、合格することができました。今後は、社会
科教員として魅力的な授業ができるように学び続けたいと思います。
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励まし合える友達
就職活動や公務員試験の勉強で忙
しいときも、冗談を言って笑い合
い励まし合える友達がいてくれた
ことで、目標に向かって最後まで
頑張ることができました。

私
の
就

活
動

職

記
験
体

スポーツ経営学科４年　平野 亜喜さん

スポーツの魅力を世界に発信

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ

る
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
設
計
・
運

営
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
に
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
企
業
へ
の
就
職

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書

の
添
削
、
面
接
練
習
な
ど
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

関
連
の
企
業
に
詳
し
い
職
員
の

方
に
気
軽
に
相
談
で
き
た
こ
と

も
心
強
か
っ
た
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
の
学
び

を
深
め
る
な
か
で
、
イ
ベ
ン
ト

運
営
の
仕
事
に
活
か
せ
る
資
格

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、「
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
検
定
」
や
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
イ
ベ
ン
ト
検
定
」
と

い
っ
た
資
格
も
取
得
し
ま
し

た
。
就
職
採
用
試
験
で
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
す
る
課
題
が
出
さ
れ

た
際
に
は
、
積
極
的
に
企
画
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
外
で
の
学
び
に
も

興
味
が
あ
り
、
カ
ナ
ダ
へ
の
長

期
留
学
に
も
挑
戦
し
た
こ
と
で

英
語
力
を
自
分
の
強
み
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
科
で

学
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
の
知
識
や
留

学
経
験
、
語
学
力
を
活
か
し

て
、
い
つ
か
国
際
ス
ポ
ー
ツ
の

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
携
わ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

福岡県／福岡舞鶴高校出身

いつも支えてくれた恩師
2002 年 FIFA ワールドカップの日本
招致にも尽力した濱口博行先生。いつ
も海外のイベント事例など、スケール
の大きな話を聞かせてくださり、就職
活動を頑張る力をいただきました。

　

硬
式
野
球
部
の
活
動
と
就
職

活
動
を
両
立
し
て
行
っ
て
い
ま

し
た
。
就
職
活
動
の
選
考
の
時

期
と
野
球
の
大
会
の
時
期
が
同

じ
だ
っ
た
た
め
、
講
義
の
空
き

時
間
や
通
学
時
間
を
利
用
し
て

自
己
分
析
な
ど
の
就
職
活
動
の

準
備
に
使
い
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
に
も
何
度
も
足
を
運
ん
で

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
情
報
を
収

集
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
ガ

ス
業
界
を
選
ん
だ
の
は
、
硬
式

野
球
部
の
試
合
を
応
援
し
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
に

恩
返
し
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

と
、
地
元
に
貢
献
で
き
る
企
業

で
働
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で

す
。

　

就
職
活
動
の
準
備
で
特
に
時

間
を
か
け
た
の
は
自
己
分
析
で

す
。
幼
少
期
か
ら
今
に
至
る
ま

で
の
自
分
の
行
動
、
出
来
事
、

そ
の
と
き
の
気
持
ち
を
細
か
く

書
き
出
し
た
こ
と
で
、
自
分
が

ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
こ
ら
れ

た
の
か
を
客
観
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
で
も
部
活
動
や
勉
強

で
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
経
験

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
す
べ
て
の
経
験
を
面
接
で

自
信
を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
学
で
の
学
び
と
経
験
は
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
成
長
し
続

け
る
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
広
島
の
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
て
い
る
と
い
う
誇

り
を
持
っ
て
働
き
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

広島県／広島県立広島商業高校出身

ビジネス情報学科４年　大道 悠矢さん
好きと楽しいを仕事に

　

中
学
生
の
頃
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
業

界
や
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

へ
の
漠
然
と
し
た
あ
こ
が
れ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
夢
を

本
気
で
目
指
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
２
年
次
に

株
式
会
社
中
国
シ
ス
テ
ム
開
発

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
シ
ス
テ
ム
開
発
の
仕
事
を

体
験
し
、
チ
ー
ム
で
取
り
組
む

達
成
感
を
得
た
こ
と
と
、
熱
心

に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
社
員
の

方
々
の
姿
を
見
て
「
こ
の
会
社

で
働
き
た
い
」
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
期
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
や
夢
に
つ

い
て
じ
っ
く
り
考
え
、
具
体
的

に
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
就

職
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
就
職
活
動
に
臨
む
意
識
を

高
め
、
他
の
学
生
と
も
共
有
し

た
い
と
思
い
、
学
科
と
し
て
初

め
て
の
取
り
組
み
と
な
る
「
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
就
職
活
動
決

起
集
会
」
を
企
画
・
運
営
し
ま

し
た
。就
職
活
動
の
面
接
で
は
、

こ
う
し
た
行
動
力
と
実
績
を
自

分
の
強
み
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に

必
要
な
技
術
力
を
磨
き
、
人
と

し
て
大
き
く
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
今
は
、
学
外

の
勉
強
会
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
多
く
の
人
と
交
流
し
、
知

識
を
深
め
て
い
ま
す
。

愛媛県／丹原高校出身

行動の相棒「腕時計」
企業説明会や面接など、予定に
遅れないように時間を確認する
機会が増えたため、時間確認は
スマートフォンではなく腕時計
にしました。

　

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の

授
業
で
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

の
表
現
や
制
作
手
法
に
つ
い
て

学
び
、
広
告
の
表
現
の
奥
深
さ

に
魅
力
を
感
じ
て
広
告
業
界
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

履
歴
書
の
添
削
や
面
接
の
ア
ド

バ
イ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
の

方
が
熱
心
に
話
を
聞
い
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
心
の
支
え
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
告
業
界
に
詳
し
い

ゼ
ミ
の
先
生
に
も
相
談
を
し

て
、
企
業
ご
と
の
特
徴
を
詳
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
広
告
業
界
で
働
く
卒

業
生
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、

現
場
の
リ
ア
ル
な
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
、
働
く
イ

メ
ー
ジ
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

課
外
活
動
で
は
、「
学
友
会

体
育
局
」
と
「
学
友
会
執
行
部
」

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
協

力
し
、
支
え
合
え
る
仲
間
が
い

て
く
れ
た
お
か
げ
で
就
職
活
動

と
両
立
し
、
充
実
し
た
大
学
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
、
信
頼
で
き
る
仲
間
と
出
会

え
る
こ
と
も
広
島
経
済
大
学
の

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
授
業
で
学
ん
だ
専

門
知
識
や
言
葉
の
表
現
な
ど
を

仕
事
に
活
か
す
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
学
び

続
け
、
広
告
の
企
画
を
任
せ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

愛媛県／今治北高校出身

ノートは必ず２冊用意！
一冊は、採用選考の日程を記入するスケ
ジュール管理に。もう一冊は説明会など
で聞いた話を整理してまとめ直し、企業
分析の資料として何度も見直しました。

経済学科４年　太刀掛 友貴さん
仲間との出会いが頑張る力に

　

人
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に

働
き
た
い
と
考
え
、
公
務
員
を

目
指
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

も
、
国
税
専
門
官
を
志
望
し
た

の
は
、
国
の
財
政
基
盤
で
あ
る

税
金
に
携
わ
る
仕
事
は
や
り
が

い
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

公
務
員
を
目
指
す
う
え
で
、

広
島
経
済
大
学
独
自
の
公
務
員

養
成
講
座
を
受
講
で
き
た
こ
と

は
と
て
も
力
強
い
サ
ポ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
。
講
座
の
受
講
生

は
初
対
面
の
人
ば
か
り
で
し
た

が
、
一
緒
に
勉
強
し
て
い
く
な

か
で
、
教
え
、
支
え
合
え
る
最

高
の
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。
春

休
み
に
は
３
泊
４
日
の
直
前
対

策
合
宿
が
あ
り
、
集
中
力
が
鍛

え
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
集
団

生
活
を
通
し
て
人
間
的
に
も
成

長
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
経

験
は
、
公
務
員
試
験
の
面
接
で

も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。
親
身
に
相
談
に
の
っ

て
く
だ
さ
っ
た
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
も
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
試
験
合
格
後
は
、
実

際
の
業
務
で
必
要
と
な
る
簿
記

検
定
２
級
の
勉
強
を
続
け
て
い

ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
学

び
続
け
る
姿
勢
を
大
切
に
し
、

使
命
感
を
持
っ
て
仕
事
に
全
力

を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
家
の
財
政
基
盤
を
支
え
る

公
務
員
へ
の
夢
を
掴
ん
だ

内
定
先
　
国
税
専
門
官

世
界
を
舞
台
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を

伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
た
い

内
定
先
　
株
式
会
社
セ
レ
ス
ポ

部
活
動
に
も
就
職
活
動
に
も
全
力
！
大
学
で
の

学
び
と
経
験
を
仕
事
に
活
か
し
た
い

内
定
先
　
広
島
ガ
ス
株
式
会
社

早
期
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

あ
こ
が
れ
の
Ｉ
Ｔ
業
界
へ
の
道
が
拓
け
た

内
定
先
　
株
式
会
社
中
国
シ
ス
テ
ム
開
発

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
で
の
学
び
を

広
告
業
界
で
活
か
し
た
い

内
定
先
　
株
式
会
社
み
づ
ま
工
房

広島県／呉昭和高校出身

経営学科４年　若狭 浩太さん

地元に貢献したい

キャリアセンターのサポート
部活動と就職活動を両立できたのは、キャリ
アセンターの職員の方々の親身なサポートの
おかげです。時間があるときには足を運び、
最新情報も細かくチェックしていました。

メディアビジネス学科４年　横田 桃子さん

広告の表現の魅力を追究

就活MUSTアイテム

就活MUSTアイテム

就活MUSTアイテム

就活MUSTアイテム

就活MUSTアイテム
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11
月
17
日
、
硬
式
野
球
部
が

「
第
五
十
回
記
念 

明
治
神
宮
野

球
大
会
」
に
24
年
ぶ
り
５
度
目

の
出
場
を
果
た
し
た
。

　

応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
開

催
し
、
23
名
の
学
生
が
参
加
し

た
。
現
地
に
は
教
職
員
を
は
じ

め
、
卒
業
生
も
駆
け
つ
け
、
応

援
団
長
の
大
濱
航
平
さ
ん
（
経

営
学
科
３
年
・
広
島
県
／
広
島

工
業
大
学
高
校
出
身
）
の
指
揮

の
も
と
で
、
学
生
や
教
職
員
が

一
致
団
結
し
、
勝
利
を
願
っ
て

３
塁
側
ス
タ
ン
ド
か
ら
声
援
を

送
っ
た
。

　

初
戦
は
城
西
国
際
大
学
（
千

葉
県
）
と
対
戦
し
、
７
回
ま
で

０
―
５
と
劣
勢
を
強
い
ら
れ
て

い
た
が
、
８
回
の
攻
撃
で
、
亀

岡
京
平
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営

学
科
２
年
・
愛
媛
県
／
済
美
高

校
出
身
）
が
２
点
適
時
二
塁
打

で
流
れ
を
変
え
た
。
９
回
に
も

１
点
を
返
し
追
い
上
げ
を
見
せ

た
が
、
反
撃
及
ば
ず
３
―
５
で

初
戦
敗
退
と
な
っ
た
。

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

明
治
神
宮
野
球
大
会
24
年

ぶ
り
出
場
　
学
生
・
教
職

員
が
球
場
で
応
援

熱戦を繰り広げる野球部員

　

本
学
に
着
任
し
て
２
年
目
に

な
る
。
こ
れ
ま
で
、
１
年
生
か

ら
４
年
生
ま
で
す
べ
て
の
学
年

の
ゼ
ミ
を
受
け
持
っ
て
き
た
。

ゼ
ミ
に
つ
い
て
、
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
が
着
任
１
年

目
、
４
年
生
と
一
緒
に
取
り
組

ん
だ
最
後
の
課
題
と
し
て
の
卒

業
論
文
の
執
筆
だ
。
本
学
に
着

任
す
る
前
は
、
大
学
院
生
と
し

て
論
文
の
執
筆
に
取
り
組
ん
で

い
た
こ
と
を
思
う
と
、
感
慨
深

い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

論
文
に
お
い
て
重
要
か
つ
苦

労
す
る
要
素
の
１
つ
が
、
テ
ー

マ
の
設
定
だ
。
そ
れ
に
関
し
て

は
、
各
自
が
最
も
興
味
・
関
心

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
も
と

に
、
必
ず
自
ら
が
設
定
す
る
よ

う
に
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
そ

れ
を
否
定
し
な
い
こ
と
に
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
興
味
・
関
心

が
な
く
、
自
ら
が
選
び
取
っ
た

も
の
で
な
い
場
合
、
執
筆
に
際

し
て
必
要
に
な
る
情
熱
が
生
ま

れ
て
こ
な
い
と
考
え
た
か
ら

だ
。
ま
た
、
私
が
少
し
で
も
そ

れ
を
否
定
し
た
場
合
、
学
生
の

新
た
な
発
見
・
気
づ
き
の
機
会

を
潰
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
と
も
考
え
た
。そ
し
て
、テ
ー

マ
を
設
定
し
終
え
た
後
は
、
そ

の
サ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
・
資

料
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
資
本

面
等
）
に
徹
し
た
。

　

こ
の
方
針
は
、
大
学
院
生
時

代
の
経
験
か
ら
来
る
も
の
だ
。

私
自
身
、
自
分
の
中
で
最
も
興

味
・
関
心
の
強
か
っ
た
テ
ー
マ

を
選
択
し
た
お
か
げ
で
、
一
度

も
情
熱
を
失
わ
ず
に
論
文
を
執

筆
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
、
そ
の
際
に
は
指
導
教
授
を

は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
先
生

か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
あ
ら
ゆ
る
面

で
頂
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
方
針
の
も
と

４
年
生
は
、
論
文
執
筆
に
最
後

ま
で
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
く
れ
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
そ
の
方
針
と
着
任
１
年
目
で

あ
っ
た
私
を
温
か
く
受
け
入
れ

て
く
れ
た
４
年
生
に
は
感
謝
し

て
い
る
。

　

今
も
ま
た
、
新
た
に
４
年
生

が
卒
業
論
文
の
執
筆
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
各
々
が
必
死
に
な

り
設
定
し
た
テ
ー
マ
の
も
と
懸

命
に
執
筆
を
進
め
る
姿
を
見
る

と
、
今
年
も
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
よ
う
と
い
う
思
い
が
強
く

な
っ
て
い
く
。

（
初
級
簿
記
Ⅰ
・
Ⅱ
、
会
計
学
基

礎
、
財
務
会
計
論
、
大
学
入
門
ゼ

ミ
、興
動
人
入
門
ゼ
ミ
、プ
レ
ゼ
ミ
、

演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
）

経営学科
角　裕太
助教

82

情熱を大切に

　

今
時
の
本
（
訳
本
）
を
３
冊

読
ん
だ
。
い
ず
れ
も
説
得
力
が

あ
り
、
感
銘
を
受
け
た
。
こ
れ

か
ら
の
世
の
中
を
読
み
解
く
鍵

（
キ
ー
）
が
つ
か
め
た
。

　

一
つ
目
は
、『
遅
刻
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
―
常
識
が
通

じ
な
い
時
代
の
生
き
方
』。ピ
ュ

リ
ツ
ァ
ー
賞
を
３
度
受
賞
し
た

世
界
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

る
ト
ー
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

の
著
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
登
場
以

来
ツ
イ
ー
ト
し
た
り
、
写
真
を

撮
っ
て
送
っ
た
り
、
社
会
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、「
平
均

的
で
普
通
の
人
生
を
送
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
」
と
い

う
。
世
界
的
視
野
で
活
躍
す
る

彼
で
さ
え
、「
常
識
を
超
え
た

変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
」
と
感

じ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
ロ
ン

ド
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教

授
で
、
人
材
論
な
ど
の
世
界
的

権
威
に
よ
る
『
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ　

Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
―
１
０
０
年
時
代
の

人
生
戦
略
』。
長
く
な
る
人
生

で
は
、
大
学
を
卒
業
し
、
仕

事
に
つ
き
（
転
職
あ
る
も
仕

事
を
続
け
）、
定
年
が
来
る
と

余
生
を
迎
え
る
と
い
う
従
来

の
「
教
育
→
仕
事
→
引
退
」
の

３
ス
テ
ー
ジ
型
の
人
生
は
な
く

な
る
。
著
書
の
中
で
１
９
９
８

年
生
ま
れ
の
ジ
ェ
ー
ン
の
シ
ナ

リ
オ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大

学
を
卒
業
し
、
定
職
に
就
か
ず

旅
を
す
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

の
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
ス
ペ

イ
ン
語
を
習
得
す
る
。
お
祭
り

に
興
味
を
持
ち
、
帰
国
後
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

て
フ
ィ
エ
ス
タ
（
祭
り
）
ビ

ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る
。
ま

だ
30
代
半
ば
だ
。
そ
の
後
大

企
業
に
転
職
し
、
資
産
を
た

め
る
。
45
歳
で
退
職
し
、
特

定
分
野
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
目
指
し
、
大
学
で
学
位
を

と
る
。
そ
の
分
野
の
会
社
に
入

り
、
転
職
し
つ
つ
ス
キ
ル
を
磨

く
。
60
歳
の
時
に
ヘ
ッ
ド
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
大
手
企
業
の

取
締
役
に
就
く
。
70
歳
の
時
ま

た
旅
に
出
て
、
そ
の
後
は
慈
善

事
業
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
の
活
動
の
組
み
合
わ

せ
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）
の
生

き
方
を
し
、
85
歳
で
ま
っ
た
く

引
退
す
る
。「
大
学
→
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
→
大
企
業
→
大

学
→
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
→
大
企

業
→
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
活
動
」

で
あ
る
。
何
ス
テ
ー
ジ
型
と
い

え
ば
い
い
だ
ろ
う
、
こ
れ
か
ら

今
時
の
こ
と

の
一
つ
の
在
り
方
で
あ
る
と
い

う
。
三
つ
目
は
、『
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ

Ｎ
＋
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

人
間

＋
マ
シ
ン　

Ａ
Ｉ
時
代
の
８
つ

の
融
合
ス
キ
ル
』。

著
者
は
ア
ク
セ

ン
チ
ュ
ア
の
最
高

技
術
責
任
者
で
あ

り
、
Ａ
Ｉ
・
研
究

開
発
部
門
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
。
人

間
の
行
う
仕
事
、

Ａ
Ｉ
で
行
う
仕
事

と
い
う
仕

切
り
を
な

く
し
、
そ

れ
ら
の
融

合
（
こ
れ

を
ミ
ッ
シ

ン
グ
・
ミ
ド
ル
と
言
っ
て
い

る
）
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
方
法
を
述
べ
て
い

る
。「
Ａ
Ｉ
革
命
と
は
人
間
の

能
力
を
拡
張
す
る
た
め
に
、
業

務
プ
ロ
セ
ス
を
根
本
的
に
変
え

る
こ
と
で
あ
る
」
と
強
調
し
て

い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え

て
、
今
時
の
課
題
と
解
決
の
ヒ

ン
ト
は
読
み
取
れ
た
。
さ
て
ど

う
す
る
か
、
教
育
に
携
わ
る
者

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
学
生
を

導
い
て
い
く
か
？
「
ま
ず
３
冊

の
本
を
読
み
な
さ
い
」「
未
来

を
意
識
し
、
変
化
に
強
く
な
り

な
さ
い
」
で
は
な
く
、
も
っ
と

学
生
に
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
と
思
う
昨
今
で
あ
る
。

（
教
授　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
論
、

生
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
、
Ｉ
Ｔ
応
用

事
例
研
究
、（
大
学
院
）
経
営
情
報

論
特
論
、
経
営
情
報
論
特
殊
研
究
）

大学院経済学研究科 上野 信行 教授

学生たちによる  広経大二大祭典
　10月26日、27日の両日、
第52回経大祭が開催され
た。テーマは「advance」
（目標に向かって前進する・
進歩する・向上する）。天
候にも恵まれ、メインス
テージでは文化系クラブ
の発表やアーティストラ

イブなどが行わ
れた。多くの方々
に来場していただ
き、幅広い年齢の
皆さまに楽しんで
いただけた大学祭
となった。

　11月17日、第14回祇園・興動祭　「結
ぶ」が開催された。この祭りは、興動館プ
ロジェクトの学生たちが中心となって企画
運営し、学生と地域の方々が交流するこ
とを目的として開催しており、今年で14
回目を迎えた。工夫を凝らした館内イベン

トのほか、ステージ
や屋台など多彩な催
しが行われた。フィ
ナーレではク
リスマスイル
ミネーション
の点灯も行わ
れ、盛会のう
ちに終了した。

ダンス部による
オープニング
パフォーマンス

地域の子どもと
触れ合う学生たち

こまち会による
フェイスペイント

縁日企画での

射的コーナー

サ
ー
ク
ル
戦
績

○
硬
式
野
球
部

▽
第
五
十
回
記
念 

明
治
神
宮

野
球
大
会

○
硬
式
庭
球
部

▽
全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会（
男
子
87
回
／
女
子
63
回
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
猪
飼
達

也○
弓
道
部

▽
第
67
回
全
日
本
学
生
弓
道
選

手
権
大
会 

第
50
回
全
日
本
学

生
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会
【
団

体
戦 

男
子
】
20
射
７
中
【
団

体
戦 

個
人 

決
勝
】三
浦
諒（
台

風
の
た
め
中
止
）

〇
陸
上
競
技
部

▽
天
皇
賜
杯
第
88
回
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

【
男
子
８
０
０
㍍
】
濵
松
海
斗
、

山
﨑
優
希
【
男
子
１
５
０
０

㍍
】
大
竹
康
平
【
女
子
４
０
０

㍍
ハ
ー
ド
ル
】
藤
原
め
い

▽
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会　

第
35
回
Ｕ
20
／

Ｕ
18
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
【
男
子
８
０
０
㍍
】
山
㟢
優

希【
男
子
走
幅
跳
】小
藤
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身近な疑問や私たちの生活も

実は経済学で説明できちゃう??

明日からの行動を新しい視点で

見ることができるかもしれません!!

こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も

経
済
学
!!

　

こ
ん
な
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

た
と
え
ば
、
通
常
価
格
３
万
円
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冬
物
ウ
ェ
ア
が
１
万
円
で
販
売
さ
れ
、

こ
れ
は
お
得
だ
と
思
い
注
文
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商
品

が
届
き
、
試
着
し
た
と
こ
ろ
、
ぴ
っ

た
り
だ
っ
た
の
で
一
週
間
後
、
同
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商
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を
注
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し
よ
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と
、
検
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す
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と
、
な
ん
と
元
の
３
万
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に
戻
っ
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た
！
な
ぜ
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の
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経
済
学
で
は
、
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常
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市
場
で
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一
物
一
価
の
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」
か
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じ
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　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメール
マガジンで配信しています。ぜひ、ご登録のうえご覧い
ただき、広島経済大学及び学生たちのことを知る一助に
していただければと思います。保護者の皆さまの多数の
ご登録をお
待ちしてお
ります。登
録方法はオ
フィシャル
サイトから
“保護者の
方”をクリッ
クしてくだ
さい。

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

2020年度 学生募集要項

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜（Ⅱ期）］

募集人員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程　[研究者養成コース・経済学専修コー
ス]10名（外国人留学生、国外受験者、外国人留学生指定校推薦を含む）

出願期間 Ⅱ期＝2020年1月17日（金）～2月4日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 Ⅱ期＝2020年2月20日（木）･21日（金）
合格発表 Ⅱ期＝2020年2月28日（金）午前10時

［社会人特別選抜（Ⅱ期）］

募集人員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程　[経済学専修コース]若干名
(外国人留学生を含む)

出願期間 Ⅱ期＝2020年1月17日（金）～2月4日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 Ⅱ期＝2020年2月21日（金）
合格発表 Ⅱ期＝2020年2月28日（金）午前10時

■大学院　博士課程後期課程

募集人員 経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程　[研究者養成コース]3名
（外国人留学生、国外受験者を含む）

出願期間 2020年1月17日（金）～2月4日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年2月20日（木）
合格発表 2020年2月28日（金）午前10時

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（2 期・3 期）

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

２
期

出願期間 2020年1月4日（土）～1月24日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年2月6日(木)
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時

３
期

出願期間 2020年2月18日（火）～2月26日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年3月4日(水)
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

■学部　一般入学試験（1 期・2 期）

１
期

募集人員 経済学部（経済学科105名）／経営学部（経営学科100名・スポーツ経営学科25名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科25名・メディアビジネス学科25名）

出願期間 2020年1月4日（土）～1月24日（金）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年2月6日（木）・7日（金）
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時

２
期

募集人員 経済学部（経済学科20名）／経営学部（経営学科20名・スポーツ経営学科5名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディアビジネス学科5名）

出願期間 2020年2月18日（火）～2月26日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年3月4日（水）
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

※試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は両日とも選択できます。
　両日とも同一学科を受験した場合は、高い方の合計得点で選考します。【1期のみ】
※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願できます。
※商業学科等優先選抜枠を設置。(経済学科10名、経営学科10名、スポーツ経営学科5名
　ビジネス情報学科5名、メディアビジネス学科5名)【1期のみ】

■センター利用入学試験（1 期・2 期）

１
期

募集人員 経済学部（経済学科40名）／経営学部（経営学科40名・スポーツ経営学科10名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科10名・メディアビジネス学科10名）

出願期間 2020年1月4日（土）～1月31日（金）【締切日消印有効】
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時

２
期

募集人員 経済学部（経済学科10名）／経営学部（経営学科10名・スポーツ経営学科5名）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディアビジネス学科5名）

出願期間 2020年2月18日（火）～2月26日（水）【締切日消印有効】
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願できます。

■学部　社会人入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 2020年2月18日（火）～2月26日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年3月4日（水)
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

■学部　編入学試験
募集人員

（3年次編入）
経済学部（経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジネス学科・
スポーツ経営学科）若干名

募集人員
（2年次編入）

経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）若干名

試 験 日 2020年3月4日（水)
合格発表 2020年3月10日（火）午後3時

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　6名

出願期間 2020年1月6日（月）～1月21日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 2020年2月4日（火）
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時
※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願できます。

■学部　外国人留学生入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 Ⅰ期＝2020年1月6日（月）～1月21日（火）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝2020年2月10日（月）～2月20日（木）【締切日必着】

試 験 日 Ⅰ期＝2020年2月4日（火）／Ⅱ期＝2020年3月5日（木）

合格発表 Ⅰ期＝2020年2月17日（月）午後3時
Ⅱ期＝2020年3月10日（火）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願できます。

■学部　外国人留学生のための書類選考による入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 2020年1月6日（月）～1月21日（火）【締切日消印有効】
選 考 日 2020年2月4日（火）
合格発表 2020年2月17日（月）午後3時

学部および大学院の入試要項を配付しています。
お申込みは本学オフィシャルサイト・電話・メールなどで。
〒731-0192　広島市安佐南区祇園五丁目37番1号
（学部・大学院）入試広報センター 082-871-1313 ／ ent-sc@hue.ac.jp
（留学生）国際教育交流センター 082-871-1002 ／ int-sc@hue.ac.jp

　フランスを代表する思想家モンテーニュが、膨大な読書の記録や当時の歴史事件についての見聞
を、深い教養と豊富な経験から書き綴ったものである。＜エセー＞はもともと＜判断力の試み＞を意味する言葉であり、文学ジャンルの「随
筆（エッセイ）」は本書から始まったとされる。
　モンテーニュは裕福な新興貴族の家庭に生まれ、幼少期から古典教養の下地となるラテン語教育を受けて育った。学業を終えた後、ボルドー
高等法院で官職に就くが、37 歳の若さで退き、読書と思索、執筆の生活に入る。そして、書物を積み上げた「読書室」を自邸の塔にしつらえ、
家族や政治から離れて『エセー』を書き始めた。
　しかし、当時はヨーロッパ中で宗教改革の激しい対立が起こっていた時代で、フランス国内も深刻な情勢にあった。相反する新旧両派から
信頼を得ていたモンテーニュは、交渉役として多くの争いの場に立ち会わねばならず、執筆は合間をぬって断続的に続けられたとされる。
　ようやく書きあがった本書は、執筆開始から８年の歳月を経て、初版全２巻として出版された。その後も、彼はこの世を去る直前まで書き
続けて版を重ね、『エセー』はパスカルやデカルト、ルソーといった、後世の思想家に大きな影響を与えた名著となり、世界で愛読される古典
のひとつとして読み継がれている。

モンテーニュ「随想録（エセー）」 初版　全２巻
1580 年　ボルドー刊
Montaigne, Michel de., 1533-1592.
Essais de Messire Michel Seigneur de Montaigne, chevalier de l'ordre du Roy, &
Gentil-homme ordinaire de sa chamber.   Bordeaux: S. Millanges, 1580.
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2020年度
AO・推薦入学試験結果報告

2020年度、推薦入学試験を11月19日に実施した。
また、10月にはAO入学試験を実施した。
以下の表を入試結果として報告する。
●ＡＯ入学試験

入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
AO 20 46 45 9 5.0

●特別推薦入学試験

入学
試験 分　　野 募集

人員
志願
者数

受験
者数

合格者数
経済学部 経営学部 メディアビジネス学部

合  計経済学科 経営学科 スポーツ
経営学科

ビジネス
情報学科

メディア
ビジネス学科

特別
スポーツ 35 160 160 44 64 30 1 2 141
特定資格 15 32 32 6 19 4 1 30
海外経験 2 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 52 192 192 50 83 30 5 3 171

●資格スカラシップ推薦入学試験（１期）

入学試験 募集
人員

志願
者数

受験
者数

合格者数
経済学部 経営学部 メディアビジネス学部

合  計経済学科 経営学科 スポーツ
経営学科

ビジネス
情報学科

メディア
ビジネス学科

資格スカラシップ 若干名 8 8 0 8 0 0 0 8

●一般公募制推薦入学試験
入学
試験 学　部 学　科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

合　計 競争率 ボーダー

一
般
公
募

経 済 経 済 55 126 126 40 3.2 154 点

経 営
経 営 50 140 140 40 3.5 158 点
スポーツ 10 47 47 19 2.5 161 点

メ デ ィ ア
ビ ジ ネ ス

ビジネス 10 68 68 31 2.2 145 点
メディア 10 47 47 19 2.5 146 点

合　　計 135 428 428 149 2.9

◆広島経済大学経済研究論集　第42巻　第2号（2019年11月）
　川村健一教授　退任記念号
川村健一教授　写真・略歴・業績
川村健一先生のご退任によせて 木之下　恒雄（名誉教授）
【論　説】
自動車産業における内示生産システムの運用
―部品サプライヤーからの聞き取り調査等による比較―
 上野　信行（教　授）
米国建国期思想の形成とその特徴 高岡　義幸（教　授）
日本の貿易構造の変化にみる国際的分業の深化 野北　晴子（教　授）
付加価値貿易からみた中国の貿易構造変化 広田　堅志（教　授）
欧米小売大手の日本における販売方策の特徴
 白 娜仁格日楽（広島経済大学大学院博士課程後期課程）
【研究集会報告】
現場視点から見る経営課題と研究事例 藤原　久嗣（准教授）
Understanding Business Interaction in Japan 
 Sini Jokiniemi（Research Affiliate,D.Sc.（Econ.&Bus.Adm.）,Turku School of Economics at Turku University,Finland.）
 細井　謙一（教　授）

◆広島経済大学研究論集　第42巻　第2号　（2019年11月）
【論　説】
資本主義はなぜ、集団スポーツを産んだのか（1/2） 内海　和雄（名誉教授）
生徒の数学的活動を促す授業の教材研究に関する研究
―教科書の問題理解に関する方略の視点から― 平岡　賢治（教　授）
 野本　純一（長崎県佐世保市立東明中学校教諭）
日本の相続法における寄与分の法的性質と相続税の課税に関する研究
 餅川　正雄（教　授）

学生の皆さんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号
は、1 号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 
各自自由に持ち帰ってください。また、バックナンバーをご希望の場
合は、地域経済研究所まで来てください。
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　「就職に力を入れている大学」ラ
ンキングでは、中国・四国地区の
国公立大学を含めた大学では４位、
私立大学では１位を獲得。
　「改革力が高い大学」ランキング
では、中国・四国地区の国公立大
学を含めた大学では３位、私立大

学では昨年に引き続き１位を獲得。
　「入学後、生徒を伸ばしてくれる
大学」ランキングでは、中国・四
国地区の国公立大学を含めた大学
では３位、私立大学では２０１８
年度に続き１位獲得。

※ いずれのランキングも大学通信
が毎年、調査しているもので、
全国約２，０００進学校の進路指
導教諭に対してアンケートを実
施した結果による。

中国・四国地区の
私立大学で１位!!

●就職に力を入れている大学
●改革力が高い大学
●入学後、生徒を伸ばしてくれる大学
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